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圏域の
将来像

重点施策

社会情勢の
変容

圏域外からの資金の獲得
イノベーションの誘発 など

地域に愛着を抱く若者の育成
人材の呼び戻し など

大規模災害や医療需要の増加
等への対応 など

新たな課題
やニーズ

時代に即した
重点施策
の推進

【第２回さっぽろ連携中枢都市圏関係首長会議資料】
さっぽろ連携中枢都市圏の今後の方向性について

｢住みたくなる｣｢投資したくなる｣、｢選ばれる｣さっぽろ圏域

魅力・活力にあふれ、
投資や人材を呼び込む圏域に

将来を担う人材が
豊富な圏域に

住民の安全・安心が確保され、
持続可能な行政サービスが

提供できる圏域に

新型コロナウイルスの感染拡大を契機とした「新しい生活様式」の提唱等

・圏域内や道内の循環の更なる活性化により、より魅力・活力があふれる圏域へ
・子どもや若者の多様な教育・体験機会を確保し、将来を担う人材が育つ圏域へ
・厳しい経済・財政状況でも、住民が安全・安心に充実した暮らしを送ることができる圏域へ

圏域内や道内の循環
の重要性の増大

将来を担う人材の
教育・体験機会の減少

新たな行政需要の増加等を
契機とした

より効率的なサービス提供

○ さっぽろ連携中枢都市圏においては、新型コロナウイルスの感染拡大を契機とした社会情勢の変容の
ほか、2040年問題にもより適切に対応して 「『住みたくなる』『投資したくなる』、『選ばれる』
さっぽろ圏域」の実現を引き続き目指していくため、時代に即して、重点施策を柔軟に推進するととも
に、ビジョンに掲載している47の連携事業のほか、新たな取組を実施



・ 圏域内や道内の循環の更なる活性化により、より魅力・活力があふれる圏域へ
・

圏域内や道内の循環の
更なる活性化により、

より魅力・活力があふれる圏域へ
 第２回関係首長会議において「圏域の周遊活性化に向け
た取組の推進」について協議

 連携事業「創業の促進」の一環として、圏域内の課題
をスタートアップと協働して解決することを目指す、
行政オープンイノベーションプロジェクトにおいて、
レシート買取アプリを用いた周遊活性化策を企画

道の駅などのレシート画像を
アプリ上で登録して応募できる
「(仮称)さっぽろ圏
巡って買って応援キャンペーン」
を展開予定（2021年秋以降） 活用アプリの画面イメージ



・ 圏域内や道内の循環の更なる活性化により、より魅力・活力があふれる圏域へ
・

子どもや若者の多様な
教育・体験機会を確保し、

将来を担う人材が育つ圏域へ
2020年12月頃から、道内初の公立夜間中学（札幌市立
星友館中学校）の通学範囲を圏域全域とするための圏域
内全市町村による協議を本格化

2022年４月の開校時から
圏域全域を通学範囲とする
ための体制を構築
2021年夏には、圏域住民
を対象とする学校説明会や
シンポジウムを開催 公立夜間中学として活用される予定の

資生館小学校（札幌市中央区）の校舎



厳しい経済・財政状況でも、
住民が安全・安心に
充実した暮らしを送ることができる圏域へ

 第１回関係首長会議にて、当別町長より、交通関連の
タスクフォース設置に関するご提案
2020年８月に、実務レベルのタスクフォースを設置し
圏域内全市町村で議論

圏域内の持続可能な地域の旅客運送
サービスの提供の確保に資するよう
さっぽろ圏と北海道が連携し、広域
的な「地域公共交通計画」策定に向
けた協議等を2021年度より本格化

圏域図（計画策定予定範囲）



【参考】国土交通省実証事業（受託 スマートウェルネスシティ協議会※１）

ＳＤＧｓ行動クエスト

・「マイバック持参」等のＳＤＧｓ行動で毎週１００ポイント

期間：令和３年11月12日～令和４年２月25日 最大1,600ポイント※２

その他の機能

・各種クエスト機能によるポイント付与や、自治体からのお知らせ機能

など、暮らしが便利になる機能を搭載（予定含む）

ポイント交換機能

・お住いの自治体のコロナ対策･まちづくり等へ寄付可能

・電子マネーＷＡＯＮに変換可能（12月頃実装）

今後、様々なポイントや便利な機能を追加・連携し、圏域住民の皆様の生活
に根差したスーパーアプリを目指します。

アプリ機能例

※１スマートウェルネスシティ協議会：㈱日建設計総合研究所・㈱つくばウエルネスリサーチ・イオン北海道㈱・札幌市ほか
※２予算上限があるため、期間前に終了する可能性があります。

「まち」を良くする
ＳＤＧｓ！！

「暮らし」を良くする
多彩な機能

「まち」や「暮らし」
にポイント活用！


